
後志地区 教育経営研究会

１ 目 的 北海道小学校長会，北海道中学校長会及び地区校長会が抱えている教育経営上の具体

的な課題を取り上げ，校長相互の協議や理解をもとに，校長としての職能向上を図

る。

２ 主 催 北海道小学校長会 北海道中学校長会

３ 後 援 北海道教育庁後志教育局

後志町村教育委員会協議会

４ 主 管 後志小中学校長会

５ 日 時 令和元年８月７日（水）

６ 会 場 倶知安町 ホテル第一会館

７ 参加者 後志管内小中学校長会員他(５６名)

８ 日 程 12時45分～13時00分 受 付

13時00分～13時15分 開 会 式

13時15分～14時15分 全 体 会

14時20分～15時30分 分 科 会

15時30分～15時45分 閉 会 式

９ 全体会

○一般情勢報告

北海道小学校長会 会計理事 吉田信興 氏

・道小・道中の活動内容について、教育情勢全般について報告

○グループ協議情報提供

北海道小学校長会 事務局幹事 中屋賢一 氏

・働き方改革について

・校種間連携について

・コミュニティスクールについて

・プログラミング教育について

○後志地区からの質問・要望事項に対する回答

北海道中学校長会 情報部幹事 立花和実 氏

・道内での日直制の実施の実態について

・異校種間連携をどのように図るか

１０ グループ討議

参加者を小４，中３グループに分け、討議の柱に沿ってグループ協議を行った。各グループで

話し合われた内容は以下の通り。



（１）討議の柱１『働き方改革に向けた業務改善をどのように図るか』

①退勤時間の取組について

・タイムカードの導入 ・パソコン電源のONOFFによる勤務時間管理

・定時退勤日の設定 ・週２回児童を早く下校させ、業務の時間に

・午前５時間制の導入 ・学習サポートは社会教育へ

・会議の目標時間設定 ・町内統一の閉庁日の設定

②業務の軽減について

・会議のペーパーレス化 ・会議の協議と連絡事項の整理

・授業資料のサーバー保管化 ・陸上競技会を陸上教室に

・運動会縮減 ・コンクール、自由研究を任意に

・支援員が家庭学習チェック ・行事他の精選は地域の理解を得る必要がある

・連絡網廃止～メールの活用 ・通知表の簡素化

・ペーパーレス化 ・分掌の業務内容の見直し、整理

・町内にある組織の整理

③部活動について

・足並みを揃えるためには、各種目の指導者（外部も含む）、保護者の理解が重要

（２）討議の柱２『異校種間連携をどのように図るか』

①異校種間連携

・幼児センターへのスタートカリキュラムの提供

・小･中･高で学力向上（国・算部会、英語コミュニケーション部会、キャリア部会）

・幼～高までの教員が一同に会する日を設定

・小・中・高の英語連携授業

・わかりやすい連携の目的、創造的な目的等があると、連携が進みやすい。

・町教研で学習規律統一 ・校長同士のつながりも大切

・小小連携もカギ ・教育課程の合同委員会の実施

・行事の小中合同開催

②コミュニティスクールについて

・熟議を前面に出すと難しくなる

・小・中のグランドデザインの交流

・小中連携のカギを握るのではないか

１１ 閉会式

主催者を代表し，後志小中学校長会副会長の挨拶で閉会。


